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会
長
・
理
事
長
あ
い
さ
つ

　　
春
暖
の
候
、
推
進
協
議
会
会
員
並
び
に
土

地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

平
素
よ
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

一
昨
年
夏
か
ら
続
く
米
を
巡
っ
て
混
乱
し
た

事
態
が
未
だ
収
ま
ら
ず
、
ま
た
近
年
、
夏
場

は
猛
暑
や
少
雨
が
、
冬
場
も
少
雨
で
乾
燥
し

た
天
候
が
続
く
な
ど
、
極
端
な
気
候
が
頻
発

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
農
作

物
の
生
育
不
良
や
病
害
虫
被
害
が
多
発
し
、

収
量
や
品
質
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
依
然
と
し
て
資
材
や
電
気
料

金
な
ど
物
価
高
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
た

め
、
農
作
物
価
格
が
あ
る
程
度
高
ま
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
も
、
農
業
の
経
営
環
境
は
厳

し
さ
が
一
段
と
増
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
半
世
紀
ぶ
り
に

改
正
さ
れ
た「
食
料･

農
業･

農
村
基
本
法
」

に
基
づ
き
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
土
地
改

良
法
で
は
施
設
の
保
全
が
新
た
に
位
置
付
け

ら
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に

よ
り
、
地
域
農
業
を
支
え
る
役
割
を
担
う
土

地
改
良
関
係
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
年
と
言
え
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
土
地
改
良
区
に
お
き

ま
し
て
は
、
こ
の
３
月
に
開
催
し
ま
し
た
第

47
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度

か
ら
の
賦
課
金
改
定
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
広
報
紙
の

裏
表
紙
（

12
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
た
と
お
り

で
す
。
値
上
げ
の
主
な
要
因
は
、
老
朽
化
が

進
む
施
設
の
補
修
費
増
加
や
電
気
料
金
等
の

物
価
高
騰
に
よ
り
、
近
年
の
維
持
管
理
費
が

大
幅
に
上
昇
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
土
地
改
良
区
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
賦
課
金
を
長
年
据
え
置
き
な

が
ら
、
経
費
節
減
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
補
助

制
度
を
活
用
す
る
な
ど
に
よ
り
収
支
を
改
善

で
き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
の
自
助
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
は
単
年
度
収
支
の
赤
字
が
続
き
、
積
立

金
を
取
り
崩
し
凌
い
で
い
る
状
況
に
あ
り
、

さ
ら
に
今
後
の
改
善
見
通
し
も
厳
し
い
こ
と

か
ら
、
早
急
に
財
務
を
健
全
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
値
上
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係

利
水
団
体
へ
の
説
明
を
重
ね
、
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
組
合
員

皆
様
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
大
変
心
苦
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
筑
波
嶺
を
越
え
て
大
地
を
潤
す
霞
ヶ
浦
用

水
は
、通
水
開
始
か
ら
40
年
近
く
経
ち
ま
す
。

昨
今
は
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
各

地
で
渇
水
と
な
り
農
業
者
も
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
全
国
第
２
位
の
湖
沼
面
積
を
誇

る
霞
ヶ
浦
を
水
源
と
す
る
霞
ヶ
浦
用
水
は
、

渇
水
に
対
す
る
強
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
用
水
を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
、
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
組
織
運
営
基
盤
の
強
化

と
各
種
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

菊池　 博

第
6 3
回
通
常
総
会

　
令
和
８
年
３
月
27
日
、
霞
ヶ
浦
農
業
用
水

推
進
協
議
会
第
63
回
通
常
総
会
が
書
面
表
決

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
し
た
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
」「
令
和
８
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出

予
算
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
は
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結

果
、
左
記
の
役
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

会
　
　
長 

下
妻
市
長 

菊
池 

　
博 

様

常
任
副
会
長 

笠
間
市
長 

山
口 

伸
樹 

様

副 

会 

長 

坂
東
市
長 

木
村 

敏
文 

様

監
　
　
事 

桜
川
市
長 

大
塚 

秀
樹 

様

監
　
　
事 

常
総
市
長 

神
達 

岳
志 

様

常
務
理
事 

下
妻
市

　 

渡
辺 

邦
夫 

様

任
期

　
令
和
８
年
４
月
１
日
～ 

 

令
和
11
年
３
月
31
日

霞
ヶ
浦
農
業
用
水
推
進
協
議
会

霞
ヶ
浦
用
水
土
地
改
良
区

霞
ヶ
浦
農
業
用
水
推
進
協
議
会
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畑
地
か
ん
が
い
現
地
研
修
会

　
令
和
７
年
９
月
24
日
、
県
営
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
「
下
結
城
地
区
」（
八
千
代
町
） 

に
お
い
て
、
霞
ヶ
浦
用
水
受
益
農
家
や
関
係

機
関
な
ど
69
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
畑
地

か
ん
が
い
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
よ
り
霞
ヶ
浦
用
水
を
利
用
し
た

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
の
か
ん
水
の
効
果
に
つ
い
て

説
明
し
、
茨
城
県
結
城
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
よ
り
病
虫
害
対
策
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、株
式
会
社
イ
ー
エ
ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
住
化
農
業
資
材
株
式
会
社
に
協
力

を
い
た
だ
き
、
か
ん
水
資
機
材
を
用
い
た
か

ん
水
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
畑
総
下
結
城
地
区 

青
木
組
合
長
か
ら
は

「
今
年
度
は
例
年
に
な
い
高
温
少
雨
に
見
舞

わ
れ
、
霞
ヶ
浦
用
水
が
無
く
て
は
、
作
付
け

出
来
な
い
状
況
で
あ
っ
た
」
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

畑
か
ん
営
農
講
演
会

　
令
和
７
年
11
月
21
日
、
下
妻
市
立
千
代
川

公
民
館
に
お
い
て
、
農
家
や
関
係
者
等
、
約

１
３
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、「
霞
ヶ
浦

用
水
地
域
畑
か
ん
営
農
講
演
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
講
演
会
は
、
当
協
議
会
が
主
催
し
、
茨

城
県
県
西
農
林
事
務
所
の
後
援
に
よ
り
、

霞
ヶ
浦
用
水
を
活
用
し
た
畑
地
か
ん
が
い
営

農
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
講
師
二
人
を
迎
え
、
ま
ず
、

笠
間
市 

爆
発
農
園
株
式
会
社
代
表
取
締
役 

長
谷
川 
愛
子 

様
か
ら
は
「
爆
発
農
園
も
の

が
た
り
～
新
規
就
農 

を
振
り
返
っ
て
～
」爆発農園株式会社　 長谷川　 氏

と
題
し
て
、
新
規
就
農
時
か
ら
現
在
ま
で
の

経
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
次
に
、
東
京
千
住
青
果
株
式
会
社
常
務
取

締
役 

三
田 

満
男 

様
か
ら
は
「
卸
売
市
場
が

茨
城
県
産
地
に
期
待
す
る
も
の
」と
題
し
て
、

卸
売
市
場
か
ら
茨
城
県
へ
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
、
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
気
候
変
動
に
関
す
る
情
報
提
供
い

た
だ
く
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
」
等
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
大
変

有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
業
者
７
社
に
て
、
農
業
資
材

の
屋
外
展
示
を
行
い
、
皆
様
に
興
味
深
く
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東京千住青果株式会社　 三田　 氏

霞
ヶ
浦
用
水
給
水
ス
タ
ン
ド 

利
用
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　
現
在
、
管
内
11
カ
所
で
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
給
水
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
４
月
１
日
よ
り
利
用
料
金
の
徴
収
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
利
用
料
金
は
、
一
カ
所
あ
た
り
個
人
１
万

円
／
年
、
法
人
10
万
円
／
年
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
期
間
は
、４
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
、

利
用
時
間
は
午
前
６
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

で
す
。

　
給
水
ス
タ
ン
ド
利
用
希
望
者
は
霞
ヶ
浦
用

水
土
地
改
良
区
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

かん水実演の様子

農業資材の屋外展示

● 広報　 霞ヶ 浦用水　 第79号3



土地改良事業収入
786 ,399 ,891 円

補助金等収入
125 ,870 ,000 円

交付金収入
29,250 ,000 円

業務受託料収入
180 ,175 ,450 円

附帯事業収入・ 寄付金収入・ 雑収入
11,216 ,512 円

借入金収入
64,779 ,000 円

特定資産取崩収入
308 ,282 ,118 円

換地清算金
交付金収入

254 ,382 ,585 円

前年度繰越金 
28 ,884 ,213 円

基本財産運用収入・
特定資産運用収入

3,683 ,101 円

収入合計

1 ,7 9 2 ,9 2 5 ,8 7 0 円

土地改良事業収入
775 ,802 ,000 円

補助金等収入
208 ,197 ,000 円

交付金収入
45,180 ,000 円

業務受託料収入
183 ,799 ,000 円

附帯事業収入・ 雑支出 
27 ,190 ,000 円

借入金収入
191 ,018 ,000 円

特定資産取崩収入
599 ,920 ,000 円

前年度繰越金 55 ,279 ,000 円

基本財産運用収入・
特定資産運用収入

4,910 ,000 円

収入合計

2 ,0 9 1 ,2 9 5 ,0 0 0 円

土地改良事業費支出
536 ,864 ,977 円

次年度繰越金 36 ,775 ,237 円附帯事業費支出・ 雑支出
 2,957 ,417 円

借入金返済支出・
支払利息

452 ,241 ,858 円

一般管理費支出
102 ,951 ,916 円

土地改良事業負担金支出
57,455 ,348 円

支出合計

1 ,7 9 2 ,9 2 5 ,8 7 0 円

固定資産取得支出
45,661 ,000 円

土地改良施設建設
仮勘定取得支出

11,220 ,00 円

換地清算金
支払金支出

254 ,382 ,585 円

基本財産積立支出・
特定資産積立支出

292 ,415 ,532 円

土地改良事業費支出
559 ,162 ,000 円

次年度繰越金 55 ,279 ,000 円

附帯事業費支出 
2,891 ,000 円

予備費 24 ,317 ,000 円

借入金返済支出・
支払利息

374 ,603 ,000 円

一般管理費支出
150 ,135 ,000 円

土地改良事業負担金支出
157 ,493 ,000 円

支出合計

2 ,0 9 1 ,2 9 5 ,0 0 0 円

固定資産取得支出
114 ,100 ,000 円

土地改良施設建設
仮勘定取得支出
50,000 ,000 円

基本財産積立支出・
特定資産積立支出

603 ,315 ,000 円

　 令和７ 年９ 月30日、 臨時総代会を開催し まし た。 令和６ 年度土地改良区一般会計収支決算等、 提出し た

議案４ 件すべてが原案どおり 可決さ れまし た。

　 令和８ 年３ 月10日、 第47回通常総代会を開催し まし た。 令和８ 年度土地改良区一般会計収支予算等、 提

出し た議案10件すべてが原案どおり 可決さ れまし た。

令和６ 年度　 土地改良区一般会計収支決算  令和６ 年度　 土地改良区一般会計収支決算  

令和８ 年度　 土地改良区一般会計収支予算  令和８ 年度　 土地改良区一般会計収支予算  

霞ヶ 浦用水土地改良区霞ヶ 浦用水土地改良区
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

維持管理積立金残高（ 百万円）

経年劣化による施設補修費の増加、電気料金や

物価高騰等の影響により、維持管理費が上昇。

維持管理積立金を、毎年取崩しています。

○雨が予想さ れる時は、 分水工を閉めたり 、 地区の機場を休止し たり し まし ょ う 。

○水の掛け流し はやめまし ょ う 。

○水田から の漏水防止に努めまし ょ う 。（ 過度な中干し にも 注意し まし ょ う ）

節水・ 節電にご協力く ださ い
　 近年、 電気料金単価の高止まり が続いており 、 霞ヶ 浦用水土地改良区においても 揚水機場の電気料金が当

土地改良区運営に大きく 影響し ており ます。

　 そのため、 令和５ 年度より 当土地改良区では関係土地改良区及び利水団体と 協力し、 節水 ･ 節電に取り 組

み、 その効果も あっ て令和７ 年度は令和６ 年度に比べ降水量が少なかっ たにも かかわら ず、 電気料金を微増

に抑えるこ と ができまし た。

　 引き続き、 節水 ･ 節電にご理解、 ご協力をいただきますよう お願い申し 上げます。

30 ,0 0 0

25 ,0 0 0

20 ,0 0 0

15 ,0 0 0

10 ,0 0 0

5 ,0 0 0

0
4月 5月 6月 7月 8月 9月

揚水機場電気料金（ 千円）

R4

R5

R6

R7

　 当土地改良区の財務は近年赤字に転じ ており 、 令和６ 年度までに維持管理積立金を約400百万円取り 崩さ

なければなら ない大変厳し い状況に陥っ ています。

　 令和６ 年度は55百万円を取り 崩し 、 漏水の復旧工事や施設の補修に充当し まし た。 令和７ 年度についても 、

漏水や施設の故障が多く 96百万円取り 崩さ なければなら ない状況です。

　 今後、 懸念さ れている大規模な自然災害や、 将来の施設更新にも 備えるため、 維持管理積立金は必要です。

◎維持管理積立金取崩の状況について

● 広報　 霞ヶ 浦用水　 第79号5



施設の維持管理について
　 令和７ 年度は、 8,022ha の農地に通水し ており 、 機場７ カ 所、 パイ プラ イ ン計365㎞、 分水工269カ 所、

そのほか施設の維持管理を 行っ ています。

　 近年、 漏水事故や施設の故障によ り 通水停止する 件数が増えてき ており ます。 受益者並びに周辺住民

の皆様にはご迷惑を おかけし まし たこ と を お詫び申し 上げます。

　 また、 分水工の整備点検や施設の除草作業を 職員自ら 行い、 維持管理費の節減に努めており ます。

漏水事故の発生

　 令和７ 年５ 月30日に県営下結城２ 号支線（ 八千代町水口地内） において、 漏水事故が発生いたし まし

た。

　 歩道に埋設さ れた直径500㎜の塩ビ管が破損し たこ と により 、 畑総下結城地区への通水が停止し まし た。

でき る限り 早期に復旧する ため、 県単事業を 活用し 工事を 行っ たも のの、 復旧に５ 日を 要し まし た。

　 またその他の施設においても 老朽化によ る漏水が複数発生し まし たが、 早期復旧に努めており ます。

施設の故障について

　 令和７ 年５ 月２ 日に羽黒揚水機場（ 桜川市大月

地内） 及び羽黒吐水槽（ 桜川市平沢地内） において、

落雷の影響により 遠方監視装置が故障し 、 約493ha

への通水が停止いたし まし た。

　 水需要が多い時期でも あり 、 復旧ま での間、 職

員が昼夜の対応を 行い通水を 継続し ま し たが、 復

旧には７ 日間かかり まし た。

※ 漏水や故障、 落雷等の際には分水工を 閉めてい

ただく よ う お願いいたし ます。 パイ プラ イ ン 内

の水が完全に抜けてし まう と 充水作業が必要と

なり 、 復旧にさ ら に時間が必要になり ます。

塩ビ 管の破損状況（ 縦割れ） 漏水による 歩道の陥没状況

羽黒吐水槽遠方監視装置
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新
職
員
紹
介

（
令
和
７
年
度
採
用
）

管
理
課
技
師

　
野の

村む
ら

　
一い

っ

心し
ん

管
理
課
技
師

　
高こ

う

谷や

　
柚ゆ

ず

希き

　
土
地
改
良
区
の
役
割
と
責
任
を
深
く

理
解
し
、
安
心
し
て
水
を
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
日
々
知
識
と
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
社
会
人
と
し
て
の
経
験
は
ま
だ
浅
い

の
で
、
出
来
る
こ
と
を
し
つ
つ
な
る
べ

く
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
戦
力
に
な
れ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
の
実
施

　
石
岡
市
大
増
地
内
に
あ
る
八
郷
揚
水
機
場

の
電
気
設
備
は
設
置
か
ら
37
年
が
経
過
し
て

お
り
、
今
後
の
安
定
送
水
並
び
に
設
備
の
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
機
器
の
整
備
と
電

動
機
の
絶
縁
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　
絶
縁
診
断

に
よ
り
、
電

動
機
の
劣
化

状
態
が
わ
か

り
、
今
後
の

整
備
計
画
や

更
新
計
画
の

参
考
と
す
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。

水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
の
実
施

　
桜
川
市
大
月
地
内
に
あ
る
羽
黒
揚
水
機
場

に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
に
送
水
で

き
る
よ
う
、
高
圧
盤
及
び
直
流
電
源
盤
の
整

備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
機
器
の
老
朽
化
、
安
全
性
確
保
に

対
応
す
べ
く
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

県
単
土
地
改
良
事
業
の
実
施

　
筑
西
市
蓬
田
地
内
の
水
田
地
帯
に
送
水
し

て
い
る
本
郷
支
線
３
号
は
、
設
置
後
30
年
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
支
線
は
可
変
定
流
量
弁
及
び
羽
根
車
式

流
量
計
の
経
年
劣
化
に
よ
り
流
量
が
不
安
定

な
状
況
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
可
変
定
流
量

弁
の
整
備
及
び
電
磁
流
量
計
へ
の
更
新
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業

で
は
、
可

変
定
流
量

弁
の
部
品

及
び
電
磁

流
量
計
を

購

入

し
、

施
工
に
つ

い
て
は
改

良
区
職
員

が
自
ら
施

工
す
る
こ

と
で
経
費

の
節
減
を

図
っ
て
お

り
ま
す
。

絶縁診断の様子

交換後の動作確認の様子

絶縁診断車

電気設備工事の様子

整備前の可変定流量弁およ び
羽根車式流量計

整備後の可変定流量弁およ び
電磁流量計

主主
なな

管
理
事
業

管
理
事
業
に
つ
い
て

に
つ
い
て
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霞
ヶ
浦
用
水
と
霞
ヶ
浦
開
発
事
業

　
霞
ヶ
浦
用
水
の
水
源
は
霞
ヶ
浦
で
あ
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

霞
ヶ
浦
の
水
を
利
水
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
が
、
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
で

す
。

　
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
は
、
令
和
８
年
４
月
に

管
理
開
始
30
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
と
特
定
外
来
生
物
へ
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

霞
ヶ
浦
開
発
施
設
の
役
割

○
利
水
効
果

　
霞
ヶ
浦
の
低
水
位
～
満
水
位
の
容
量
（
約

３
億
㎥
）
を
利
用
し
て
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、

東
京
都
の
特
定
か
ん
が
い
用
水
（
農
地
面
積

約
４
万
ha
）、水
道
用
水
（
約
１
４
５
万
人
）、

工
業
用
水
（
約
２
８
０
事
業
所
）
を
供
給
し
、

人
々
の
生
活
と
産
業
や
経
済
等
を
支
え
て
い

ま
す
。

○
治
水
効
果

　
霞
ヶ
浦
開
発
で
築
堤
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
国
土
交
通
省
（
当
時
建
設
省
）
が
整
備

し
た
湖
岸
堤
と
と
も
に
、
霞
ヶ
浦
周
辺
の
洪

水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

霞
ヶ
浦
開
発
施
設
管
理
の
あ
ゆ
み

　
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
は
、
工
事
開
始
か
ら
25

年
の
歳
月
を
経
て
、
水
資
源
開
発
公
団
（
現

水
資
源
機
構
）
が
平
成
８
年
３
月
に
完
了
さ

せ
ま
し
た
。

　
利
根
川
下
流
総
合
管
理
所
で
は
、
霞
ヶ
浦

用
水
施
設
だ
け
で
な
く
、
こ
の
霞
ヶ
浦
開
発

施
設
に
つ
い
て
も
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
湖
岸
堤
等
の
沈
下

や
亀
裂
、
液
状
化
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
他
事
務
所
か
ら
の

応
援
を
受
け
て
約
２
年
で
災
害
復
旧
工
事
を

完
了
さ
せ
ま
し
た
。

霞
ヶ
浦
用
水
取
水
口
に
お
け
る
特
定
外
来
生

物
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
南
米
原
産
で
特
定
外
来
生
物
の
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
繁
殖
力
が
強
く
、
茎
の

破
片
か
ら
も
再
生
が
可
能
で
、
水
辺
で
大
群

落
を
形
成
す
る
特
性
が
あ
り
、
水
路
の
断
面

を
塞
い
で
通
水
を
妨
げ
る
ほ
か
、
水
田
で
繁

殖
し
た
場
合
に
は
稲
作
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
霞
ヶ
浦
用
水
取
水
口

湖岸堤 沈下状況

付
近
で
確
認
さ
れ
た
令
和
５
年
以
降
は
、
年

２
回
の
調
査
を
実
施
し
、
調
査
後
に
は
霞
ヶ

浦
用
水
土
地
改
良
区
と
連
携
し
て
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　
利
根
川
下
流
総
合
管
理
所
で
は
、
引
き
続

き
霞
ヶ
浦
用
水
の
安
定
し
た
供
給
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
関
係
機
関
や
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
つ
つ
、
適
切
な
管

理
を
行
い
地
域
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構

利
根
川
下
流
総
合
管
理
所

☎
０
２
９
９
（
７
９
）
３
３
１
１
（
代
表
）

ナガエツ ルノ ゲイ ト ウ 駆除状況

霞
ヶ
浦
開
発
は
令
和
８
年
４
月
に
管
理
開
始

霞
ヶ
浦
開
発
は
令
和
８
年
４
月
に
管
理
開
始
3030
年
を
迎
え
ま
す

年
を
迎
え
ま
す

水
資
源
機
構
管
理
所
だ
よ
り

水
資
源
機
構
管
理
所
だ
よ
り
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坂
東
市
は
茨
城
県
西
南
部
に
位
置
し
、
平

坦
な
地
形
と
年
間
通
し
て
比
較
的
温
暖
な
気

候
条
件
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
東
京
か
ら

40
㎞
圏
内
に
あ
る
た
め
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

ネ
ギ
、
レ
タ
ス
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
を
中
心
と

し
た
露
地
野
菜
の
主
要
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
張
替
さ
ん
が
住
む
坂
東
市
半
谷
は
坂
東
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
北
側
に
あ
り
、
平
成
24

年
か
ら
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
坂
東
中
央
地

区
と
し
て
約
80 

ha
の
農
地
の
区
画
整
理
や
道

排
水
路
整
備
が
行
わ
れ
、
霞
ヶ
浦
用
水
を
活

用
す
る
た
め
の
か
ん
が
い
施
設
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
張
替
さ
ん
は
50
年
以
上
前
か
ら
ネ

ギ
と
レ
タ
ス
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
現
在
は

春
ど
り
レ
タ
ス
３
０
０
ａ
、
秋
ど
り
レ
タ
ス

３
５
０
ａ
、
ネ
ギ
４
０
０
ａ
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
外
国
人
技
能
実
習
生
を
含
め
て
６
名

の
従
業
員
を
雇

用
し
て
お
り
、

周
年
で
安
定
的

な
出
荷
を
行
う

た
め
、
段
取
り

よ
く
作
業
を
進

め
ら
れ
る
よ
う

工
夫
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
霞
ヶ

浦
用
水
の
活
用
に
よ
り
、
高
温
乾
燥
下
で
秋

ど
り
レ
タ
ス
の
活
着
を
促
進
す
る
た
め
の
か

ん
水
や
、
初
夏
ど
り
ト
ン
ネ
ル
ネ
ギ
に
お
い

て
土
壌
病
害
を

抑
え
る
た
め
の

薬
剤
か
ん
注
処

理
に
か
か
る
時

間
が
短
縮
で
き
、

作
業
の
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
8
年
前
に
代

替
わ
り
し
た
後
継
者
を
中
心
に
高
品
質
な
レ

タ
ス
や
ネ
ギ
の
生
産
に
取
り
組
ま
れ
、ま
た
、

畑
総
維
持
管
理
組
合
長
と
し
て
地
域
の
担
い

手
と
連
携
し
な

が
ら
産
地
の
さ

ら
な
る
発
展
に

向
け
て
、
今
後

ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所

坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
７
（
３
４
）
２
１
３
４

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農
業
水
利
施
設
の
長

寿
命
化
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
）
の
低
減
を
図
る
た
め
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

用
ダ
ム
は
社
会
的
な
重
要
度
を
勘
案
し
、
順

次
、
耐
震
性
能
照
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
関
東
農
政
局
利
根
川
水
系
土
地
改
良
調
査

管
理
事
務
所
で
は
、
管
内
の
国
営
事
業
実
施

地
区
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
霞
ヶ

浦
用
水
地
区
に
つ
い
て
も
、
造
成
か
ら
15
～

40
年
が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
定
期
的
に
機
能
診
断
調
査
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
つ
く
ば
線(

2 .0
㎞)

の

機
能
診
断
調
査
、
令
和
６
年
度
に
調
査
し
た

千
代
川
線
（

0 .8
㎞
）
の
保
全
対
策
の
検
討
、

ま
た
、南
椎
尾
調
整
池
付
帯
設
備（
取
水
ゲ
ー

ト
等
）
の
耐
震
性
能
照
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
つ
く
ば
線
の
調
査
で
は
管
の
中
に
人
が

入
っ
て
目
視
調
査
等
を
行
っ
て
お

り
、
顕
著
な
劣
化
は
確
認
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
千
代
川
線
の
保
全
対
策

は
、
関
東
農
政
局
、
霞
ヶ
浦
用
水
土

地
改
良
区
と
と
も
に
打
合
せ
を
重

ね
な
が
ら
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

南
椎
尾
調
整
池
は
平
成
29
年
度
に

実
施
し
た
堤
体
に
続
き
、
付
帯
設
備

が
地
震
動
に
対
し
所
要
の
耐
震
性

能
を
確
保
し
て
い
る
か
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
も
計
画
的
に
調
査

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

関
東
農
政
局

利
根
川
水
系
土
地
改
良

調
査
管
理
事
務
所

企
画
課

☎
０
４
（
７
１
３
１
）
６
９
５
１

ト ン ネルの中で順調に生育し ているネギ張替 貞夫 氏

ほ場の脇に蛇口があり 、作業性がよ い

つく ば線　 管内調査

「
用
水
を
活
か
し
た

ネ
ギ
・
レ
タ
ス
生
産
の
効
率
化
」

坂
東
市
半
谷

　
　
張は

り

替が
え

　
貞さ

だ

夫お 

さ
ん

優
良
農
家
を

優
良
農
家
を

た
ず
ね
て

た
ず
ね
て

利
根
調
便
り

利
根
調
便
り

～
農
業
水
利
施
設
の

～
農
業
水
利
施
設
の

　
機
能
診
断
調
査
等
に
つ
い
て
～

　
機
能
診
断
調
査
等
に
つ
い
て
～
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県
で
は
、
畑
作
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
区
画
整
理
や
用
排
水
施
設
、
農
道
の
整
備
な
ど
畑
地

帯
の
総
合
的
な
整
備
を
目
的
に
「
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
古
河
市

の
尾
崎
北
部
（
お
さ
き
ほ
く
ぶ
）
地
区
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
当
地
区
は
レ
タ
ス
、
ハ
ク
サ
イ
、
に
ん
じ
ん
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
露
地
野
菜
の
産
地
で
す
が
、

小
区
画
、
狭
い
道
路
、
排
水
不
良
な
ど
に
よ
り
営
農
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
着
手
し
、
道

路
や
排
水
路
を
含
め
た
畑
の
区
画
整
理
の
ほ
か
、
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
整
備
に
よ
り
区
画
形
状
が
整
形
さ
れ
た
こ
と
で
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
進
み
、

経
営
規
模
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
天
水
頼
み
で
あ
っ
た
か
ん
が
い
に
つ

い
て
も
、
霞
ヶ
浦
用
水
を
活
用
し
た
営
農
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
計
画
的
な
定
植
・
収
穫
や
安
定

し
た
品
質
・
収
量
の
確
保
が
期
待
さ
れ
、
担
い
手
の
農
業
所
得
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
用
水
土
地
改
良
区
で
は
、
通
水
地
区
拡

大
の
た
め
、
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
つ
く
ば
市
山
口
地
内
に
お
い

て
小
和
田
支
線
の
用
水
路
工
事
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
茨
城
県
が
現
在
実
施
し
て
い
る
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
小
和
田
地
区
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る

11
・
１
ha
の
農
地
に
、
令
和
９
年
春
の
通
水
を
目

指
し
、
来
年
度
に
お
い
て
も
用
水
路
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

茨
城
県
県
西
農
林
事
務
所
土
地
改
良
部
門

霞
ケ
浦
用
水
推
進
課

☎
０
２
９
６
（
２
４
）
９
２
４
６

【 地区の概要】

○地 　 区 　 名： 尾
お

崎
さ き

北
ほく

部
ぶ

地区

○関 係 市 町 村： 古河市

○事 業 工 期： 平成 17 年度～

　 　 　 　 　 　 　 　 令和 9 年度（ 予定）

○受 益 面 積： 55 .7ha

○主な工事内容： 区画整理　 　

　 　 　 　 　 　 　 ： 畑地かんがい施設　

　 　 　 　 　 　 　 ： 幹線道路

〇位置図

尾崎北部地区

・ 天水に左右さ れ計画的な営農が困難
・ 区画及び農道が狭小のため、大型機械の導入が困難

・ 必要な時に水が使用可能と なり 営農効率が向上
・ 大型機械の導入が可能と なり 、農作業効率UP

～整備前～ ～整備後～

農地耕作条件改善事業 霞ヶ浦⽤⽔⻄部地区 ⼩和⽥⽀線 位置図

⼩和⽥地区

総延⻑
小和田支線

用水路L=810ｍ

小和田支線

凡例
受益地

県営神郡支線２号

小和田地区の整備状況

～
霞
ヶ
浦
用
水
を
活
用
し
た
畑
地
整
備
に
つ
い
て
～

基
盤
整
備
促
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

基
盤
整
備
促
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
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こ んな時には届け出が必要ですこ んな時には届け出が必要です

金属盗難にご注意く ださ い金属盗難にご注意く ださ い

・ 住所や氏名を変更し た場合

・ 亡く なら れた場合

・ 農地を売買、 または交換し た場合

・ 経営移譲し た場合

【 組合員資格得喪通知書】 の提出が必要と なり ます。

　 地区内の農地において、 組合員等の変更があっ た場合には、 資格得喪通知書を 当土地改

良区あてに提出（ 土地改良法第４ ４ 条） するこ と が義務づけら れており ます。

　 なお、 不明な点は、 当土地改良区までお問い合わせく ださ い。

※届け出のない場合は、 資格の変更はさ れませんので現資格者に賦課さ れます。

　 近年、 土地改良施設や田畑の給水バルブ 等

の金属製品の盗難被害が発生し ており ます。

　 当改良区においても 、 令和7年9月17日に岩

井線8号分水工でグレ ーチン グおよ び縞鋼板の

盗難被害があり 、 県内の他の土地改良区にお

いて は、 機場のポン プ やケーブ ル等の盗難も

発生し ており ます。

　 当改良区で は、 機場や施設へ防犯カ メ ラ の

取り 付けやパト ロ ール等の盗難防止対策を 実

施し ており ます。

　 組合員の皆様も 農地の見回り や樹脂製バル

ブへの交換等、 盗難対策をお願いいたし ます。

・ 宅地、 店舗等へ転用する場合

・ 公共事業（ 道路・ 公園等） で転用する場合

【 農地転用等の通知書】・【 地区除外申請書】 の提出と 決済が必要と なり ます。

　 農地を 農地以外のも のに転用する 場合には、 農地法第４ 条・ 第５ 条によ り 、 関係市町に

対し 手続き が必要と なり ま す。 その際、 申請地が当土地改良区の受益地に含ま れている 場

合には、 転用書類を 作成し 当土地改良区へ協議し ていただく こ と と なっ ており ます。

　 なお、 転用に伴い決済金の納付（ 土地改良法第４ ３ 条第２ 項） も 義務づけら れており ます。

残存農地が将来的に経費の加重負担と なら ないためにも よ ろ し く お願いいたし ます。

令和８ 年度決済金単価　 水田1 04 円／㎡　 畑83 円／㎡

組合員の資格等の変更があっ た場合

農地を 転用すると き の手続き

なお、各種様式については、当土地改良区ホームページなお、各種様式については、当土地改良区ホームページ http ://w w w .kasum i-l id .o r. j phttp ://w w w .kasum i-l id .o r. j p から ダウンロード できます。から ダウンロード できます。

グレ ーチン グおよ び縞鋼板蓋が盗まれた施設

資格得喪届
資格得喪届

資格得喪届
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● 賦課金の改定について ●

　 霞ヶ 浦用水土地改良区では、 効率的な組織運営と 適切な施設の維持管理に日々努め、 主な収

入源である 賦課金については長年（ 水田31年間、 畑27年間） 据え置いてまいり まし た。

　 し かし ながら 、 通水開始から 40年近く が経過し た現状において、 施設の老朽化の進行に伴

う 補修費の増加や、 昨今の電気料金を 始めと する 急激な物価高騰により 、 維持管理費が大幅に

上昇し ており ます。 さ ら に、 今後の収支を 試算すると 改善が見込めず、 こ れまでの赤字を 補填

し てき た積立金も こ のままでは間も なく 枯渇する 大変厳し い状況にあり ます。

　 そのため、 昨年度から 理事会の補助機関と し て 「 総務財務委員会」 を 立ち上げ、 改善方策に

ついての検討を 進めてき たと こ ろ です。 こ の委員会において ５ 回の検討を 重ね、 関係利水団体

のご意見も 反映し た結果と し て 、 今年１ 月に賦課金単価の委員会最終案を まと め、 ２ 月理事会

及び３ 月通常総代会に諮り 、 下記のと おり 決定し まし た。

令和７ 年度まで 令和８ 年度から

水田 3 ,9 0 0 円/1 0 a 水田 4 ,9 0 0 円/1 0 a

畑 3 ,1 0 0 円/1 0 a 畑 3 ,9 0 0 円/1 0 a

　 組合員の皆様には新たな負担を おかけする こ と になり ますが、 こ れまで以上に効率的な運営

に努めてまいり ますので 、 諸事情を ご賢察いただき 、 ご理解く ださ いますよう お願い申し 上げ

ます。

● 賦課金の期限内納付について ●

納期　 水田・ 畑　 1 0 月3 1 日まで

　 当土地改良区の運営については、 受益者から の維持管理費賦課金でまかなわれており ますの

で、 期限内に納付し ていただき ますよ う お願いいたし ます。 なお、 休耕田にも 維持管理費賦課

金はかかり ますのでご理解願います。

組合員の皆様へ組合員の皆様へ

霞ヶ 浦用水施設において、 漏水等によ る 緊急事態が発生し た場合は、

下記まで連絡を お願いし ます。

◆霞ヶ 浦用水土地改良区　 ☎0 2 9 6 -4 3 -0 8 8 5

但し 、 夜間及び９ 月１ 日～４ 月2 0 日の土日、 祝祭日は

霞ヶ 浦揚水機場にお願いし ます。

◆霞ヶ 浦揚水機場　 ☎0 2 9 -8 9 8 -2 2 1 2

緊急連絡先
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